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①体力向上には、学校体育や運動部活動の取組だけでは不十分であり、家庭との連携によっ
てさらなる体力の向上が期待できる。
②運動にレクリエーション的なものを入れることによって、楽しみながら行うことができ、
生涯スポーツの実践としてもとらえることができる。

1 PTCA 行事の取組
　本校では、「PTCA」とは保護者・教員・生徒が一緒に活動する行事と定義付け、毎年行っ
ている恒例行事である。PTAの学年委員（数名）が中心となって内容や日程、ルール等を
検討し、当日の進行や運営を担当する。以下のような運動を夏休みの夕方6時半ごろから
約2時間、各学年で実施している。

（1）1年親子ドッヂビー大会
　ドッヂビーは、ドッジボールと同じルールでボールの代わりにフライングディスクを使っ
たニュースポーツである。フライングディスクは当たっても痛くなく、2個同時に使用する
ことでスリル感も味わえ、運動量が豊富になる利点がある。

（2）2年親子ソフトバレーボール大会
　バレーボールと違ってソフトバレーボールは、滞空時間が長く、ラリーが続きやすい。
親子でボールをつなぐ楽しさに触れることができる。

（3）3年親子ボウリング大会
　同町のボウリング場を会場に、チーム対抗とクラス対抗の2部門で行っている。生徒が	
1投目を投げ、2投目は保護者がスペアを目指してカバーするというルールである。

2 スキー実習
　1年生を対象に2月上旬、日帰りで実施している。保護者に呼びかけ、講師として数名参
加していただいている。小学校で身に付けたスキー技能をさらに高めることができた。
　またこの実習の前後に家族でスキーに親しむ生徒が増えたようである。

3 保健体育の授業の充実
　毎回の授業のはじめに5分間走を実施している。体育館では音楽を鳴らし、楽しい雰囲
気で行っている。走行距離も記録し、意欲化を図っている。また活用力向上を意識した授
業、多様な運動やスモールステップでの運動、ゲーム的な運動等を行わせることによって、
運動が苦手な生徒にも運動に親しませるようにしている。

①PTCA行事についてはPRを行い、平日の夜開催することによって、ほぼ全員の保護者が
参加できた。親子で同じチームになるようにチーム編成を行い、親子の交流を図ること
ができた。また賞状や賞品を用意することで、さらに意欲が高まったようである。
②ドッヂビーやソフトバレーボールにおいては、大会前に保健体育や学活の時間に練習す
ることにより、ルールの共有化、チームワークの高揚、技能の向上等が図られた。

①レクリエーション的な運動を取り入れることによって、運動の苦手な生徒にとっては運
動の楽しさを体感でき、運動に親しむきっかけになったと思われる。

②保護者と一緒に運動することで、保護者にも運動の楽しさや必要性が理解され、生徒へ
の励ましや運動の習慣化が期待できるものと思われる。

③新体力テストについては、全国平均を下回る種目があるもののほとんどの種目で全国平
均を超え、とりわけ持久走においては大幅に上回ることができた。
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2年　ソフトバレーボール大会

「フライングディスクを素早く拾って、すぐ投げろ」

1年　親子ドッヂビー大会

「みんな声かけて、パスをつなごう」

「ストライクをとったよ」親の出る幕無し！

3年　親子ボウリング大会

「次はゴンドラに乗って滑ろう」

1年　スキー実習

長座体前屈以外は全国平均を上回っている

2年女子

ペアで技を合わせるシンクロマットの発表会

保健体育の授業「マット運動」

50m走以外は全国平均を上回っている

2年男子

サイドアタックゾーンを利用したミニゲーム

保健体育の授業「サッカー」
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